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Ϧϯυ΢のմܪͱ੾ΓՖੜ࢈の
ີ઀ͳؔ܎ ೶業研究ηϯλʔݝखؠ

ٕज़部໺ࡊՖ͖研究ࣨ

Ѩ෦߂��

���͸͡Ίʹ

，に自生するリンドウはࢁ஍や高ࢁ
ަ配による඼種が開発されてҎ降，Ն
期ྫྷྋな気象条件やࢁ஍の多いཱ஍
に適する収ӹ性の高い඼目として࢈
஍を拡大してきた。࠿ഓリンドウを
構成するओ要な植物種はエκリンド
ウ（Gentiana trifl ora）とササリンドウ
（G. scabra）であり，લऀは࣪஍に܈
生し，開Ֆ時にՖหの先୺が֎ଆに開
かず，後ऀは比ֱ的ס૩஍に఺在し，
開Ֆ時にՖหの先୺が֎ଆに開く（٢
஑ 1��2）。リンドウでは開Ֆ期の੍ޚ
が࣮現していないため，ؠ手ݝでは 7
ʙ �݄までは早൩生に෯のあるエκリ
ンドウが，10 ݄Ҏ降は開Ֆ期の遅い
ササリンドウがओに࠿ഓされている。
ഓは，3݄࠿におけるリンドウݝ手ؠ
にηルトレーに೻種し，�݄に生育ଅ
ਐの目的でδϕレリン処理をしたηル
බを࿐஍ะ場に定植する。定植౰年の
1年生גからは࠾Ֆせずにגཆ成を行
い，2年生גҎ降は �ʙ 5݄にג౰た
りܪ数 10 ຊલ後にཱ࢓גてを行い，
7݄Ҏ降は各඼種の開Ֆ期に応͡てཆ
成ܪを 2ʙ 3ຊ࢒して࠾Ֆする。
リンドウは多年生であり，一୴定植
すると，2年生גから੾りՖの収֭が
࢝まり，その後 �ʙ 5 年間は収֭で
きる。しかし，生࢈現場では，3年生
をϐークにג �年生גҎ降，ג౰た
りՖܪ数のݮ少，ܽגの૿Ճ，生育ෆ
良などによる収ྔ低Լがݦ在化してく
ると経験的にೝࣝされている。そこで，

このような収ྔ低Լの要因を໌らかに
し，長期にわたって高い収ӹが得られ
る࠿ഓ技術を構ஙする目的で࣮施して
いる，リンドウのմܪにண目した研究
の֓要を঺հする。

���մ͔ܪΒΈͨϦϯυ΢ͷ
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リンドウのմܪを࡯؍すると，それ
ぞれがࠜ，Ֆܪおよͼ࣍年度のՖܪと
なるӽౙժを൐っており，ओմܪを
中心に෭մܪが結合してגが構成さ
れている（ਤ �1ʀࢁ中�1�7�ʀࠤ౻ら�
1���ʀখྛ�1���）。
リンドウのגがӽౙを܁りฦして生
きଓけるということは，մܪがຖ年新
たなࠜとӽౙժ・Ֆܪを発生させて生
きଓけることを意ຯする。୺的に言え
ばմܪはגの要であり，リンドウの重

要な多年生ӽౙ׭ثである。

	�
�մܪͷܗ੒ൃୡաఔ

それでは，մܪはどのようにܗ成さ
れるのだΖうか。おおまかには，ժ生え
のج部がං大発達してओմܪとなり（ਤ
�2"），ओմܪのଆ部に一࣍෭մܪがܗ成
され（ਤ�2#，$），一࣍෭մܪのଆ部に
ೋ࣍෭մܪ，さらに࣍ࡾ෭մܪというよ
うにॱ࣍ܗ成されていく（ਤ�1）。
2年生גのओմܪ௖部（ਤ �3"，#）
のॎஅ面をݦඍ࡯؍ڸすると，ओմܪ
の௖ժと，それを取りרくようにଆ
ժが࡯؍される（Ѩ部ら 201�ʀѨ部
201�ʀਤ �3$，D）。ओմܪの௖ժはӽ
ౙժ౳に分化せずにଆժをܗ成しଓけ，
ଆժがӽౙժを経てՖܪとなる。また，
෭մܪにもそれぞれ௖ժがあり，同様
にଆժ・ӽౙժ・Ֆܪをܗ成しଓける。
このようにओմܪ・෭մܪの௖ժは
ແݶ成長し，Ֆܪに発達するଆժをڙ
しଓけることで，リンドウの੾りՖڅ
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図-1 リンドウの塊茎模式図

ਤ ��　�Ϧϯυ΢ͷմܪ໛ࣜਤ



303�　২ௐ　7PM���
�/P�����	����


Ϧϯυ΢のմܪͱ੾ΓՖੜ࢈の
ີ઀ͳؔ܎ ೶業研究ηϯλʔݝखؠ

ٕज़部໺ࡊՖ͖研究ࣨ

Ѩ෦߂��

���͸͡Ίʹ

，に自生するリンドウはࢁ஍や高ࢁ
ަ配による඼種が開発されてҎ降，Ն
期ྫྷྋな気象条件やࢁ஍の多いཱ஍
に適する収ӹ性の高い඼目として࢈
஍を拡大してきた。࠿ഓリンドウを
構成するओ要な植物種はエκリンド
ウ（Gentiana trifl ora）とササリンドウ
（G. scabra）であり，લऀは࣪஍に܈
生し，開Ֆ時にՖหの先୺が֎ଆに開
かず，後ऀは比ֱ的ס૩஍に఺在し，
開Ֆ時にՖหの先୺が֎ଆに開く（٢
஑ 1��2）。リンドウでは開Ֆ期の੍ޚ
が࣮現していないため，ؠ手ݝでは 7
ʙ �݄までは早൩生に෯のあるエκリ
ンドウが，10 ݄Ҏ降は開Ֆ期の遅い
ササリンドウがओに࠿ഓされている。
ഓは，3݄࠿におけるリンドウݝ手ؠ
にηルトレーに೻種し，�݄に生育ଅ
ਐの目的でδϕレリン処理をしたηル
බを࿐஍ะ場に定植する。定植౰年の
1年生גからは࠾Ֆせずにגཆ成を行
い，2年生גҎ降は �ʙ 5݄にג౰た
りܪ数 10 ຊલ後にཱ࢓גてを行い，
7݄Ҏ降は各඼種の開Ֆ期に応͡てཆ
成ܪを 2ʙ 3ຊ࢒して࠾Ֆする。
リンドウは多年生であり，一୴定植
すると，2年生גから੾りՖの収֭が
࢝まり，その後 �ʙ 5 年間は収֭で
きる。しかし，生࢈現場では，3年生
をϐークにג �年生גҎ降，ג౰た
りՖܪ数のݮ少，ܽגの૿Ճ，生育ෆ
良などによる収ྔ低Լがݦ在化してく
ると経験的にೝࣝされている。そこで，

このような収ྔ低Լの要因を໌らかに
し，長期にわたって高い収ӹが得られ
る࠿ഓ技術を構ஙする目的で࣮施して
いる，リンドウのմܪにண目した研究
の֓要を঺հする。

���մ͔ܪΒΈͨϦϯυ΢ͷ
଄ߏג

	�
�Ϧϯυ΢ͷմܪ

リンドウのմܪを࡯؍すると，それ
ぞれがࠜ，Ֆܪおよͼ࣍年度のՖܪと
なるӽౙժを൐っており，ओմܪを
中心に෭մܪが結合してגが構成さ
れている（ਤ �1ʀࢁ中�1�7�ʀࠤ౻ら�
1���ʀখྛ�1���）。
リンドウのגがӽౙを܁りฦして生
きଓけるということは，մܪがຖ年新
たなࠜとӽౙժ・Ֆܪを発生させて生
きଓけることを意ຯする。୺的に言え
ばմܪはגの要であり，リンドウの重

要な多年生ӽౙ׭ثである。

	�
�մܪͷܗ੒ൃୡաఔ

それでは，մܪはどのようにܗ成さ
れるのだΖうか。おおまかには，ժ生え
のج部がං大発達してओմܪとなり（ਤ
�2"），ओմܪのଆ部に一࣍෭մܪがܗ成
され（ਤ�2#，$），一࣍෭մܪのଆ部に
ೋ࣍෭մܪ，さらに࣍ࡾ෭մܪというよ
うにॱ࣍ܗ成されていく（ਤ�1）。
2年生גのओմܪ௖部（ਤ �3"，#）
のॎஅ面をݦඍ࡯؍ڸすると，ओմܪ
の௖ժと，それを取りרくようにଆ
ժが࡯؍される（Ѩ部ら201�ʀѨ部
201�ʀਤ �3$，D）。ओմܪの௖ժはӽ
ౙժ౳に分化せずにଆժをܗ成しଓけ，
ଆժがӽౙժを経てՖܪとなる。また，
෭մܪにもそれぞれ௖ժがあり，同様
にଆժ・ӽౙժ・Ֆܪをܗ成しଓける。
このようにओմܪ・෭մܪの௖ժは
ແݶ成長し，Ֆܪに発達するଆժをڙ
しଓけることで，リンドウの੾りՖڅ

上面図正面図

主塊茎

一次副塊茎

二次副塊茎

花茎

【凡例】

塊茎の頂芽

根(新)

根(古)

越冬芽
三次副塊茎

図-1 リンドウの塊茎模式図

ਤ ��　�Ϧϯυ΢ͷմܪ໛ࣜਤ

Ѩ෦ɿϦϯυ΢ͷմܪͱ੾ΓՖੜ࢈ͷີ઀ͳؔ܎　�

の生࢈性に対して重要なಇきを୲って
いる。かつて޿く࣮施されていた土د
せは，մܪの௖ժをס૩害やౚפ害な
どからอޢし，生࢈性を長期にわたっ
てҡ࣋するために経験的に行われてい
たものと考えられる。

���մ͔ܪΒΈͨ੾ΓՖऩྔ

リンドウの੾りՖ収ྔは面ੵ౰たり
の࠾Ֆຊ数でࣔされるのが普通であ

り，ࡋ植ີ度で׵算してג౰たり࠾Ֆ
ຊ数をٻめることもある。しかし，多
年生作物で，஍Լ部に大きく発達した
մܪを࣋つリンドウでは，੾りՖ収ྔ
の変動要因を考࡯するためには，஍上
部だけではなく，մܪもؚむג全体の
構造を౿まえたղ析が必要と考え，開
Ֆ期の 2ʙ � 年生גを۷り上͛，Ֆ
に分けܪと෭մܪをணけたままओմܪ
（Ѩ部�2012），մ͝ܪとにմסܪ物重，
Ֆסܪ物重およͼՖܪ数を調ࠪした

（Ѩ部ら�201�）。
物重は2ʙסܪ全体で見るとմג �
年生にかけて年々૿Ճするものの（ਤ
��"），Ֆסܪ物重とՖܪ数は3年生で
最大となり，��年生ではݮ少にస͡る
（ਤ ��#およͼ$）。Ֆܪ数が3年生で
最大となることは，੾りՖ収ྔが3年
生で最大になるとೝࣝされる生࢈現場
の経験ଇと一கするが，մܪの発達が
ଓく一方でՖܪ数がݮ少にస͡る理༝
は，ҎԼのようにਤ ��のմסܪ物重と
Ֆܪ数のデータをそれぞれओմܪと෭
մܪに分けて考えると理ղしやすい。
つまり，3ʙ �年生にかけて，ओմ
؇が（物重の૿Ճסܪओմ）の発達ܪ
ຫとなり（ਤ ��"），ओմܪ༝དྷのՖ
少するが（ਤݮ数がܪ ��$），その一
方で෭մܪの発達（෭մסܪ物重の
૿Ճ）がԢ盛となり（ਤ ��"），෭մ
数が૿Ճする（ਤܪ༝དྷのՖܪ ��$）。
すなわち，3ʙ �年生にかけて，גの
Ֆܪ数の配分がओմܪから෭մܪにҠ
行しつつあるものの，෭մܪにおける

　　　　　　ਤ ��　ओմܪ௖෦ͷժͷ༷ࢠ
"ɿגΛ্͔Βࢠ༷ͨݟ　#ɿओմܪʢଆ໘ʣ　
$ɿओմܪ௖෦ۙ๣ͷॎஅ੾ย　%ɿ$ͷғΈͷ֦大
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※阿部ら(2016)より改変。
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Ֆܪ数の૿Ճఔ度がओմܪにおけるՖ
少を補うఔ度まで高まってはݮ数のܪ
いない。このことがՖܪ数あるいは੾
りՖ収ྔが 3年生で最大となり，�年
生ではݮ少にస͡る要因の一つである
と考えられる。

���մܪͱӽౙժͷಛ௃ʹ
Δछؒࠩݟ

エκリンドウとササリンドウのגを
۷り上͛て比ֱ࡯؍すると，エκリン
ドウのほうがササリンドウよりגが大
きく，ྸגによるגの発達がԢ盛で，

մܪ数が多い（Ѩ部�2015ʀਤ �5）。
ӽౙժを࡯؍すると，エκリンドウの
ӽౙժはササリンドウより大きく，ް
いりんย葉に෴われている。ӽౙժの
発生ൣғを見ると，エκリンドウでは
最上位のӽౙժがঃ々に஍ද面より高
くなる一方で，最Լ位のӽౙժはঃ々
に஍ද面よりਂくなり，ӽౙժの発生
ൣғが年々ਨ௚方向に޿がっていく
（ਤ ��）。一方，ササリンドウではす
べてのӽౙժが஍ද面よりਂく，ӽౙ
ժの発生ൣғはਨ௚方向にখさく，ג
ྸによる変化もখさい（ਤ ��）。Ҏ上
を໛ࣜਤにしたのがਤ �7 である。相
対的にみて，エκリンドウはմܪ・ӽ
ౙժとも大型であり，ྸגがਐむ͝と
にմܪ・ӽౙժの૿Ճがஶしく，一方，
ササリンドウはմܪ・ӽౙժともখ型
であり，ྸגがਐんでもմܪ・ӽౙժ
の૿Ճは؇ຫである。また，લষと同
様の調ࠪをササリンドウについて࣮施
したとこΖ，גのՖܪ数の配分がओմ
にҠ行する現象が同様にܪから෭մܪ
ೝめられた（Ѩ部ら�2017）。

���͓ΘΓʹ

Ҏ上より，リンドウの �年生Ҏ降
の収ྔ低Լ要因の一Ծઆとして，Ֆܪ
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図-6 越冬芽発生⠊ᅖの᥎⛣䠄越冬芽のᇶ㒊䜢 ᐃ䠅
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Ֆܪ数の૿Ճఔ度がओմܪにおけるՖ
少を補うఔ度まで高まってはݮ数のܪ
いない。このことがՖܪ数あるいは੾
りՖ収ྔが 3年生で最大となり，�年
生ではݮ少にస͡る要因の一つである
と考えられる。

���մܪͱӽౙժͷಛ௃ʹ
Δछؒࠩݟ

エκリンドウとササリンドウのגを
۷り上͛て比ֱ࡯؍すると，エκリン
ドウのほうがササリンドウよりגが大
きく，ྸגによるגの発達がԢ盛で，

մܪ数が多い（Ѩ部�2015ʀਤ �5）。
ӽౙժを࡯؍すると，エκリンドウの
ӽౙժはササリンドウより大きく，ް
いりんย葉に෴われている。ӽౙժの
発生ൣғを見ると，エκリンドウでは
最上位のӽౙժがঃ々に஍ද面より高
くなる一方で，最Լ位のӽౙժはঃ々
に஍ද面よりਂくなり，ӽౙժの発生
ൣғが年々ਨ௚方向に޿がっていく
（ਤ ��）。一方，ササリンドウではす
べてのӽౙժが஍ද面よりਂく，ӽౙ
ժの発生ൣғはਨ௚方向にখさく，ג
ྸによる変化もখさい（ਤ ��）。Ҏ上
を໛ࣜਤにしたのがਤ �7 である。相
対的にみて，エκリンドウはմܪ・ӽ
ౙժとも大型であり，ྸגがਐむ͝と
にմܪ・ӽౙժの૿Ճがஶしく，一方，
ササリンドウはմܪ・ӽౙժともখ型
であり，ྸגがਐんでもմܪ・ӽౙժ
の૿Ճは؇ຫである。また，લষと同
様の調ࠪをササリンドウについて࣮施
したとこΖ，גのՖܪ数の配分がओմ
にҠ行する現象が同様にܪから෭մܪ
ೝめられた（Ѩ部ら�2017）。

���͓ΘΓʹ

Ҏ上より，リンドウの �年生Ҏ降
の収ྔ低Լ要因の一Ծઆとして，Ֆܪ

図-5 䜶䝌リンドウ䛸䝃䝃リンドウ䛻䛚䛡䜛塊茎䛸㉺෤ⱆのᵝᏊ
A 䠖ᰴ඲యのᵝᏊ B 䠖ᰴ䜢塊茎䛤䛸䛻ศゎ䛧䛯ᵝᏊ
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図-6 越冬芽発生⠊ᅖの᥎⛣䠄越冬芽のᇶ㒊䜢 ᐃ䠅
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数がओմܪから෭մܪにҠ行するաఔ
で，ओմܪのਰୀを෭մܪの発達がΧ
バーしきれていないことが考えられ
た。これをղܾするためには，ओմܪ
の発達をҡ࣋すること，あるいは෭մ
の発達をଅすことが考えられる。લܪ
ऀについては，ओմܪは真上に৳長し
て஍දに࿐出しやすいため，ס૩害や
ౚפ害によりਰୀするのではないかと
考えられ，土دせによる࿐出๷止が有
効ではないかと思われる。しかし，ۙ
年は除草࿑ྗܰݮのためϚルνや཈草
シートをਾえஔく生ऀ࢈が૿Ճしてお
り，࣮施は೉しい。一方，後ऀについ
ては，す͙に࣮施Մೳな技術は思い౰
たらないが，もし෭մܪのܗ成をଅす
技術がࠓ後開発されれば，1年生גに
用いて෭մܪ数を֬อすることで収ྔ
低Լ予๷に有効と思われる。また，ਤ
�5# のようにೋ࣍෭մܪҎ降は発達が

遅いため収ྔへのݙߩが低く，Ֆܪ数
ա৒となりཱ࢓גて作ۀの൥雑化の原
因ともなりうるため，ೋ࣍෭մܪҎ降
についてはܗ成を཈੍する技術も有効
と思われる。
現在，リンドウに用いられている植
調剤はδϕレリンのみであり（使用目
的は発ժଅਐと生育ଅਐ），δϕレリン
がմܪのܗ成発達に༩えるӨڹは十分
にղ໌されていない。δϕレリンおよ
ͼその他植調剤౳がリンドウのմܪの
がղ໌され，੾ڹ成発達に༩えるӨܗ
りՖ収ྔを長期にわたってҡ࣋する࠿
ഓ技術が開発されることを期待する。
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ɹφデシコՊハコϕ属の一年生ʙӽ年生草ຊ。ఉ，畑஍，ۭ き஍，
ಓ୺など，どこにでも生える。ܪは分ࢬしてגとなって࢛方に
がる。草高޿ 10 ʙ 30DN。ݫౙ期や盛Նを除いて，ほ΅一年
中Ֆをつける。Ֆหは 5ຕであるがਂྻして 10ຕに見える。
長い間，在དྷのミドリハコϕと۠ผされずにʮはこべʯとして
ѻわれてきたが，ۙ年になって྆ऀが分けられ，ܪが੺みをଳ
ͼること，༤ࣵが 1ʙ 7ຊとやや少なく，種ࢠのಥىがઑら
ないことなどでミドリハコϕと۠ผされる。
ɹ࢙લؼ化植物とされ，日ຊへはഴ作と一ॹに入ってきたと考
えられている。໿ೋઍ年લには早春の若ࡊとしてどこにでも見
られたであΖうし，ສ葉人たちにも਌しまれていたはずである。
そのʮはこべʯの語ݯについてはॾઆあるが，ʮ೾

は く べ ら

ഓ良ʯがᨅっٱ
たものとも。とこΖが，この，೗何にもສ葉Ծ໊のようなʮ೾
にもສ葉ूにも出てはこない。さらهࣄݹ，ഓ良ʯであるがٱ
にはʮࢯݯ物語ʯやʮປ草ࢠʯにもみられず，ສ葉人からฏ҆

や᤼۔଒たちにはو
なずな

と一ॹにʮ春
わかな

ʯとしてѻわれていた。ʮ೾ࡊ
ഓ良ʯの໊は，ฏ҆中期のຊ草ॻʮຊ草࿨໊ʯまで待つことٱ
になる。
ɹʮ۔�᤼ޚ�

お͗ΐう

�࠲�繁៮�෹ܗ ᣮ
すずな

�᥎
すずしΖ

ᤢ�これぞࣣ草ʯとӵわれたよ
うに，春のࣣ草の一つであるが，ۙ୅まで，۔や᤼のようにՎ
やആ۟にӵまれることはなかった。
ɹɹܣ草の繁៮もくもくと繁りたり
ɹɹɹɹɹ༮͝こΖ༙きて৸こΖがりたき� （ึۭాۼ）
ɹɹあたたかくそそ͙雨かも֞のࠜに
ɹɹɹɹɹかつがつժ͙むౙのはこべら� （ଠా水ึ）
ɹɹःஅػにはこべはڈ年の࠲をͻΖ͛� （中ଜ఑ঁ）
ɹɹೌ若くはこべ౿んでもসいこけ� （長୩઒かなঁ）
ɹɹఉ先のはこべͻとつでםをਬき� （ਢլ೫ࢁ）
ɹもちΖんʮはこべʯは春のق語である。
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